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令和６年能登半島地震被災地への支援状況について（第１５報） 

 

 
 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
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別紙 

 

令和６年能登半島地震被災地への支援状況（第１５報）について 

令和６年３月２９日（金）午前９時現在 

    

１ 地震の概要 

 ⑴ 発生時刻    令和６年１月１日（月）午後４時１０分 

 ⑵ 震源地及び深さ 石川県能登地方（輪島の東北東３０㎞） 

深さ１６ｋｍ 

 ⑶ マグニチュード ７．６ 

⑷ 震  度    最大震度７（石川県志賀町、輪島市） 

⑸ 津  波    大津波警報発表（石川県能登） 

※ 令和６年１月２日（火）午前１０時に津波注意報

解除 

２ 支援状況 

 ⑴ 人的支援 

ア 緊急消防援助隊（消防本部） 

１月 １日（月） 地震発生直後、緊急消防援助隊として津市消

防本部の出動可能隊数を三重県及び四日市市消

防本部へ報告し、出動準備体制を構築。 

１月 ３日（水） 消防庁広域応援室から三重県を通じて出動準

備解除の指示あり。 

１月 ７日（日） 消防庁広域応援室から三重県を通じて出動可

能隊数の報告依頼及び出動準備依頼あり。 

１月 ８日（月） 消防庁長官から三重県を通じて出動指示あり。 

１月１０日（水） 

～同月１４日（日） 

１月１３日（土） 

～同月１７日（水） 

１月１６日（火） 

～同月１９日（金） 

津市消防本部６隊２１人が県内消防本部と合

流後、石川県輪島市で支援活動に従事。 

２次隊（６隊２１人）がバスにより輪島市へ

出動（１次隊と交替）。 

３次隊（６隊２１人）がバスにより輪島市へ

出動（２次隊と交替）。 

※ 三重県大隊は１９日をもって活動終了。 

  イ 応急給水（上下水道事業局及び上下水道管理局） 
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１月 ２日（火） 公益社団法人日本水道協会中部地方支部（本 

部：名古屋市）から同協会三重県支部（支部長 

：津市）に対し、給水車の派遣要請があり、津 

市は輪番により第３次隊として派遣待機。 

１月１３日（土） 

～同月２０日（土） 

２月 ６日（火） 

～同月１３日（火） 

３月 ７日（木） 

～同月１４日（木） 

応急給水活動を行うため職員４人を七尾市へ

派遣。 

応急給水活動を行うため、第７次隊として職

員４人を七尾市へ派遣。 

応急給水活動を行うため、第１２次隊として

職員３人を七尾市へ派遣。 

  ウ 被災建築物応急危険度判定士（都市計画部・建設部・政策財務部） 

１月 ４日（木） 

～同月 ８日（月） 

 被災建築物応急危険度判定の第１次活動とし 

て、職員２人を派遣。羽咋市・中能登町で活動。 

 
 
 
１月１３日（土）  
～同月１７日（水） 

１月１８日（木） 

※ 三重県からの第４～７次活動について派遣

可能人員に係る照会があり、いずれも２人ず

つ可能と回答。 

第４次活動として、職員２人を穴水町へ派遣。 

 

三重県が担当する判定業務は全て完了し、三

重県の調査隊は活動終了。 

  エ 対口支援（輪島市）（各部） 

    避難所運営  
１月 ５日（金） １月１０日（水）から３月８日（金）までの

間、職員２人ずつの派遣依頼があり、職員延べ

２５人の派遣に向け調整。 

１月１０日（水）  
～同月１６日（火） 

１月１７日（水）  
 
 
１月１８日（木）  
～同月２４日（水）  
１月２２日（月）  

第２班に職員１人派遣。石川県輪島市の門前 
総合支所管内の避難所で活動。 
 第４班から第１５班までの各２人、計２４人 
の人員確定。活動場所は、それぞれの出発直前 
に決定。 
第４班に職員２人派遣。石川県輪島市の剱地

原子力災害防護施設（指定避難所）で活動。 
第５班に職員２人派遣。活動場所は第４班と
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～同月２８日（日）  
１月２６日（金）  
～２月 １日（木）  
１月３０日（火）  
～２月 ５日（月）  
２月 ３日（土）  
～同月 ９日（金）  
２月 ７日（水）  
～同月１３日（火）  
２月１１日（日）  
～同月１７日（土）  
２月１５日（木）  
～同月２１日（水）  
２月１９日（月）  
～同月２５日（日）  
２月２３日（金）  
～同月２９日（木）  
２月２７日（火）  
～３月 ４日（月）  
３月 ２日（土）  
～同月 ８日（金）  
３月 ６日（水）  
～同月１２日（火）  
 
３月１０日（日）  
～同月１６日（土）  
 
３月１４日（木）  
～同月２０日（水）  
３月１８日（月）  
～同月２４日（日）  
 
 

同施設。 
第６班に職員２人派遣。活動場所は第４班と

同施設。 
第７班に職員２人派遣。活動場所は第４班と

同施設。 
第８班に職員２人派遣。活動場所は第４班と

同施設。 
第９班に職員２人派遣。活動場所は第４班と

同施設。 
第１０班に職員２人派遣。活動場所は第４班

と同施設。 
第１１班に職員２人派遣。活動場所は第４班

と同施設。 
第１２班に職員２人派遣。活動場所は第４班

と同施設。 
第１３班に職員２人派遣。活動場所は第４班

と同施設。 
第１４班に職員２人派遣。活動場所は第４班

と同施設。 
第１５班に職員２人派遣。活動場所は第４班

と同施設。 
第１６班に職員４人派遣。活動場所は第４班

と同施設及び門前東小学校で、各施設に２人ず

つ配置。 
第１７班に職員２人派遣。活動場所は第４班

と同施設。３月１５日（金）に輪島市立剱地公

民館に避難所を移設。 
第１８班に職員２人派遣。石川県輪島市の輪

島市立剱地公民館（指定避難所）で活動。 
第１９班に職員２人派遣。活動場所は第１８

班と同施設。 
第２０班から第２３班までについては津市か

ら職員の派遣はなく、第２４班（４月７日～１
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３日）から再び順次派遣予定。 
  オ 下水道施設の復旧（上下水道事業局及び上下水道管理局） 

１月 ８日（月） 下水道事業災害時中部ブロック連絡会下水道

対策本部長（石川県）から応援市町村下水道関

係課長に対し下水道施設の復旧支援要請あり。 

１月１２日（金） 

～同月２２日（月） 

 

 

１月２９日（月） 

～２月 ２日（金） 

下水道管きょの１次調査（被害の有無の確認

及び２次調査に必要な情報の収集）及び２次調

査（下水道管きょのテレビカメラ調査及び目視

調査）を行うため職員２人を能美市へ派遣。 

２次調査の追加要請のため、職員２人を派遣。 
 

  カ 輪島市災害対策本部（危機管理部） 

２月 １日（木） 

～同月 ９日（金） 

２月１３日（火） 

～同月２１日（水） 

三重県総括支援チームとして、職員１人を輪

島市へ派遣。 
三重県総括支援チームとして、左記期間に職

員１人を輪島市へ派遣予定であったが、現在、

三重県において派遣日程を再度調整中。 
  キ 水道施設の復旧（上下水道事業局及び上下水道管理局） 

１月１２日（金） 公益社団法人日本水道協会中部地方支部から 

同協会三重県支部に対し、派遣可能人員に係る 

照会があり、２人可能と回答。 

  ク 住家被害認定調査（政策財務部） 

    石川県輪島市から三重県を通じて被害認定２次調査に係る要請があり、

４月１５日（月）から５月３１日（金）までの間で輪島市への調査員の

派遣に向け調整中。 

ケ 災害廃棄物収集（環境部） 

環境省中部地方環境事務所から三重県を通じて、生活ごみ、片付けご

みを収集運搬するパッカー車、平ボディ車及びその人員派遣に係る照会

があり、要請があれば車両及び人員を派遣できるよう準備済み。また、

仮置場の運営等に係る人的支援については、派遣依頼に備えて準備中。 

コ 保健師（健康福祉部）  

   厚生労働省から三重県を通じて保健師応援派遣に係る要請があり、３

月２日（土）から同月７日（木）までの間で石川県輪島市へ保健師１人
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を派遣。 

サ 被災宅地危険度判定士（都市計画部） 

被災宅地危険度判定連絡協議会から三重県を通じて、被災宅地危険度

判定士の派遣要請があれば、当該危険度判定士を派遣できるよう準備済

み。 

 シ 被災家屋・建物の公費解体に係る業務支援（環境部） 

２月 ８日（木） 

 

 

 

２月１９日（月） 

～同月２５日（日） 

３月 ４日（月） 

～同月１０日（日） 

３月１２日（火） 

環境省中部地方環境事務所から三重県を通じ

て、被災家屋・建物の公費解体に係る業務につ

いて派遣可能人員の照会があり、２人可能と回

答。 

公費解体に係る業務支援として、職員１人を

輪島市へ派遣。 
公費解体に係る業務支援として、職員１人を

輪島市へ派遣。 
環境省中部地方環境事務所から三重県を通じ

て、被災家屋・建物の公費解体に係る業務につ

いて、新たに派遣可能人員の照会があり、１人

可能と回答。 
 ス 被災した学校の支援（教育委員会） 

３月 ５日（火） 

～同月１１日（月） 

 

３月２５日（月） 

～同月３１日（日） 

 

三重県災害時学校支援チーム隊員として、津

市立の中学校教員１人を輪島市立の小中学校に

派遣。 
三重県災害時学校支援チーム隊員として、津

市立の小学校教員１人を輪島市立の小中学校に

派遣。 
 セ 浄化槽の復旧（上下水道事業局及び上下水道管理局） 

３月１３日（水） 

 

環境省中部地方環境事務所から三重県を通じ

て、浄化槽復旧に係る業務について派遣可能人

員の照会があり、１人可能と回答。 

⑵ 物的支援（危機管理部） 

１月 ４日（木） 

 

 

三重県から物的支援に係る照会があり、品目ごと

に支援可能数等を報告済み。要請に即応できるよう

ブルーシートの保管場所について集約化等を実施。 
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１月１４日（日） 

 

応急給水活動で派遣する車両に、ブルーシート２

００枚を積載し、活動先の七尾市に提供。 

３ その他 

⑴ 義援金箱の設置（健康福祉部） 

１月 ５日（金）  本庁舎各階及び各総合支所等に義援金箱を設置。 

３月２９日（金）現在の義援金送金済額 ２，２１７，２７５円 

今後も設置を継続しつつ定期的に日本赤十字社を通じて被災自治体に送

金を実施。 

⑵ 市営住宅の提供（建設部） 

  １月１０日（水）  被災者に対して市営住宅２６戸を提供開始。 

⑶ 消防庁から被災地への派遣 

  本市から消防庁へ派遣している職員（津市消防本部 消防士長 主査 

倉田 拓起）について、１月６日（土）から同月１０日（水）まで、消防

庁から石川県庁へ派遣。 

⑷ 三重大学ＤＭＡＴから被災地への派遣 

  本市から三重大学へ派遣している職員（津市消防本部 消防司令 主幹 

富田 泰成）を、三重大学ＤＭＡＴとして、１月１９日（金）から同月２

３日（火）まで輪島市へ派遣。 

⑸ 避難者に対する図書の貸出しサービスの開始（教育委員会） 

本市内に避難されている方について、２月２日（金）から図書館カード

を発行し、本市の全ての図書館において、図書の貸出しサービスを開始。 

４ 今後の資料提供について 

  今後については、１か月間の本市の支援状況を取りまとめ、令和６年５月

以降、毎月初旬に資料提供する予定です。 
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